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クリ品種育成に向けた果実重の選抜基準の策定 

【要約】クリの新品種育成を効率化するため、果実重の環境による影響を解析した結果、樹

反復は不要であることを明らかとした。この分析結果に基づき、一定以上の果実重を

もつ品種を選抜する際の基準値算出できる。 
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【背景・ねらい】 

岐阜県では「栗きんとん」等の加工需要に対応するため、クリの生産拡大が推し進められてい

る。そのため、豊産性や大果、加工適性といった特性を有する新品種の育成が求められている。

その中で、果実重は収量性に大きくかかわり、販売面では単価設定に用いられることが多いこと

から重要な特性であるが、選抜時の果実重にはばらつきがあるため複数年の調査が必要であり、

育種年限の長期化につながっている。そこで、過去のデータを分析することで測定値が環境条件

（年次や個体の違い）によりどのくらいばらつくのかを推定し、目標とする果実重の品種を短期

間で効率的に選抜するための基準を明らかにする。 

 

【成果の内容・特徴】 

１ 中山間農業研究所中津川支所（旧中津川支所；以下、支所）クリ園に植栽された 9 品種・

系統の成木後期樹（20 年生以上）を 3 樹反復、6 年間（2005～2010 年）にわたり調査し、

得られた果実重の樹平均値を用いて分散分析（環境条件による測定値のばらつきを推定す

る分析方法）を行うと、測定値に対する遺伝子型（品種）と年の影響、および遺伝子型×

年の交互作用による影響が確認される。一方で、樹（個体）による計測値のばらつきは確

認されない（データ略）。 

２ 要因ごとに分散（ばらつき）の割合を算出したところ年次間分散は全分散に対して 7.4%、

遺伝子型×年の交互作用分散は 10.7%、遺伝子型内樹間分散は 0 であった（表１）。この

ことから果実重を評価する場合、個体ごとのばらつきは少なく樹反復は不要である。 

３ 支所に植栽された 27 品種の成木後期樹（樹反復なし）の果実重を 3 年間（2012～2014）

にわたり調査したところ、果実重の 3 年平均値は 10.7g（「北京 8070」）～47.4g（「神

鍋」）と大きな変異があり（図１）、これには遺伝子型（品種）と年の影響が認められる

（表２）。 

４ 得られた分散分析の結果を利用すると環境条件によるばらつきの程度を推定でき選抜の

過程で基準となる果実重の値を算出できる。例えば、目標の果実重を 25g あるいは 30g 以

上とした時、これらの特性をもつ系統を確実に選び出す基準値はそれぞれ 22.3g、26.7g

である（1 樹 3 年反復の場合、図２）。 

 

【成果の活用・留意点】 

１ 果実重の調査は、果実間のばらつきを考慮し、調査果数は 100 果以上とする。 

２ 果実重の評価において年の影響を抑えるには、年の反復、または対照として従来の品種群

を評価し年の影響を補正する必要がある。 

３ 本試験は中津川市千旦林（標高 390ｍ）で栽培した場合の結果である。栽培地が異なる場合

は、対照品種を複数年以上調査して環境分散を推定し補正を行う必要がある。 
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【具体的データ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図２ 選抜系統 1個体の果実重における 95%片側信頼区間の下限

値（Xpl）と反復年数（y）の関係 

   果実重の遺伝子型値（XG）を 25g（白丸）および 30g（黒丸）とし

て，Xplを次のように求めた。 

 

 

 

    σr2
2は残差分散を示し，σr2

2/10 は対照として 10 遺伝子型（品種）

の平均値を年次効果の補正に用いた場合の誤差分散を示す。 
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図１ 遺伝子型ごとの果実重の 3年間平均 

エラーバーは分散推定値から算出された標準誤差を示す 


